
羨

秋
七
月
癸
酉
。
天
皇
御
大
蔵
省
覧
相
撲
。
晩
頭
転
御
西
池
宮
。
因
指
殿
前
梅
樹
。
…
…
•
•
•

の
記
事
が
あ
り
、
位
岡
関
係
か
ら
西

i

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

に
、
天
平
十
年
の
こ
と
と
し
て

昭
和
五

0
年
の
第
九
二
次
調
査
で
奈
良
時
代
の
池
の
南
岸
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
自
然
地
形
も
含
め
て
、
佐
紀
池
一
帯
が
奈
良
時
代
に
は
園
池
で
あ
っ
た
可

能
性
が
強
く
考
え
ら
れ
て
き
た
。
今
回
の
調
査
で
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
池
の
西
岸
、
東
岸
、

た
こ
と
は
、
従
来
の
推
測
を
製
付
け
る
と
と
も
に
、
石
化
粧
の
あ
る
整
備
さ
れ
た
園
池
で
あ
る
こ
と
が
今
回
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
他
方
、
佐
紀
池
南

部
の
東
岸
に
接
す
る
水
田
地
帯
を
調
査
し
た
第
二
次
調
査
、
第
八
一
次
調
査
で
は
、
奈
良
時
代
の
建
物
群
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
園
池
の
東
限
が
、
佐
紀
池
か

ら
東
に
い
か
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
の
園
池
が
現
在
の
佐
紀
池
と
ほ
ぽ
等
し
い
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
検
出
し
た
園
池
が
、
奈
良
時
代
に
は
ど
う
い
う
名
称
と
役
割
を
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
文
献
上
に
見
え
る
園
池
名

4

ま
と
め

る
。
三
ケ
所
に
堰
を
設
け
て
い
る
。

3
 

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
で
は
、
昭
和
五
二
年
一
月
二

0
日
か
ら
、
第
一
〇
一
次
調
蒼
と
し
て
奈
良
市
佐
紀
町
の
佐
紀
池
で
発
掘
調

査
を
行
っ
て
き
た
。
佐
紀
池
は
特
別
史
蹟
平
城
宮
跡
の
西
北
部
分
に
あ
り
、
明
治
一
七
年
に
作
ら
れ
た
比
較
的
新
し
い
池
で
あ
る
。
佐
紀
池
の
北
半
部
に
ニ
ケ

所
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
奈
良
時
代
の
園
池
跡
と
古
墳
時
代
の
溝
が
検
出
さ
れ
た
。

奈
良
時
代
の
園
池

佐
紀
池
北
端
部
の
東
西
ト
レ
ン
チ
の
東
と
西
と
で
、

で
｀
ほ
ぼ
真
南
北
に
近
い
。
東
岸
も
同
様
な
傾
斜
で
上
っ
て
い
く
が
、
西
岸
と
ち
が
っ
て
、
岸
の
傾
斜
面
に
小
石
を
敷
き
つ
め
て
護
岸
と
化
粧
を
行
っ
て
い
る
。

東
岸
の
水
際
に
は
さ
ら
に
大
小
の
自
然
石
を
配
し
て
園
池
と
し
て
の
景
観
を
整
え
て
い
る
。

西
岸
と
東
岸
に
は
さ
ま
れ
た
池
底
は
平
坦
な
地
山
で
、
水
深
五

0
1六
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
浅
い
池
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
池
底
で
古
墳

時
代
の
溝
を
検
出
し
た
。

次
に
、
東
西
ト
レ
ン
チ
の
南
東
約
三

0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
設
け
た
南
北
ト
レ
ン
チ
の
北
半
部
で
、
東
西
方
向
に
走
る
池
の
岸
を
検
出
し
た
。
東
西
ト
レ
ン

チ
で
検
出
し
た
東
岸
と
同
様
、
傾
斜
面
に
は
小
石
を
敷
き
つ
め
て
い
る
。
水
際
に
も
大
小
の
石
を
配
し
て
い
た
ら
し
く
、
石
の
抜
跡
が
あ
る
。

以
上
の
べ
た
園
池
の
他
に
、
奈
良
時
代
の
遺
構
と
し
て
東
西
ト
レ
ン
チ
で
南
北
溝
一
条
、
南
北
ト
レ
ン
チ
で
東
西
溝
一
条
を
検
出
し
た
。
い
ず
れ
も
素
掘
り

の
溝
で
あ
る
。奈

良
時
代
の
遺
物

奈
良
時
代
の
池
の
底
に
は
植
物
の
腐
植
脳
と
砂
屈
と
が
互
屈
に
な
っ
た
厚
さ
約
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
堆
稲
屈
が
あ
り
、

瓦
類
に
は
丸
瓦
、
平
瓦
、
速
の
．
ほ
か
、
軒
丸
瓦
七
点
、
軒
平
瓦
三
点
が
あ
る
。
木
製
品
に
は
下
駄
一
点
、
曲
物
底
板
二
点
、
金
属
製
品
に
は
鉄
鎌
一
点
、
神

功
開
跡
一
点
が
あ
る
。
木
節
は
二
点
あ
り
、

の
で
あ
る
。
土
器
類
で
は
土
師
器
、
須
恵
器
が
あ
り
、
墨
害
土
器
が
一
点
あ
る
。
奈
良
時
代
中
期
に
属
す
る
土
師
器
皿
の
外
面
に

口
都
支
ニ
ロ
ロ

廃
都
支
十
口

土
高
佐
良
一

と
墨
害
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
点
は
習
書
風
の
も
の
で
「
小
」
、

古
墳
時
代
の
溝
と
遺
物

東
西
ト
レ
ン
チ
の
奈
良
時
代
の
池
の
底
で
古
坦
時
代
の
溝
を
検
出
し
た
。
溝
は
幅
約
ニ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
北
か
ら
南
へ
流
れ

溝
内
に
は
植
物
を
含
ん
だ
黒
色
土
が
堆
稲
し
て
お
り
、
流
木
と
と
も
に
土
師
器
、
木
器
、
建
築
部
材
ら
し
い
加
工
木
が
出
土
し
た
。
土
師
器
は
い
わ
ゆ
る
布

留
式
に
屈
す
る
も
の
で
、
古
坑
時
代
初
期
の
庄
内
式
に
屈
す
る
も
の
も
少
藉
あ
る
。
木
製
品
に
は
ス
コ
ッ
プ
形
の
鋤
一
点
、
な
す
び
形
の
鋤
一
点
、
ち
き
り
一

点
、
き
ぬ
た
二
点
、
台
板
一
点
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
完
形
、

藉
五
柄

〔
櫃
力
〕

二
辛

n
婉
形
冊

片
真
利
廿

毛
比
冊

毛
比
冊

佐
良
八

佐
良
冊

高
佐
良
九

n
 

内
面
に 天
平
十
八
年
潤
九
月
廿
七
日

□□
n

代
お
よ
び
平
安
時
代
初
頭
に
屈
す
る
逍
物
が
出
土
し
た
。

2
 

ー

平

城

宮

（゚
佐
紀
池
）

ヽ
~

;(
r~ 

「
人
」
が
判
読
で
き
る
。
他
の
一
点
は
直
線
数
本
を
斜
格
子
風
に
描
い
た
も

こ
の
堆
梢
屈
の
中
か
ら
奈
良
時

園
池
の
東
岸
と
西
岸
を
検
出
し
た
。
西
岸
は
、
東
か
ら
西
に
む
か
っ
て
ゆ
る
や
か
に
上
っ
て
い
く
も
の

な
い
し
完
形
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

次

お
よ
び
東
岸
に
つ
な
が
っ
て
東
へ
の
び
る
北
岸
を
検
出
し

昭

和

五

二

年

三

月

―

二

日

現

地

説

明

会

資

料

乳

哨

告

巴

応



羞

（、

（ 
、" I I ’’ll " ",， 11 
" i, :t=＝＝＝ 
＂ " ＂ ’’ ＂ ＝年吋＼
" " 

99 [--

ニ
否

r 

I::ii ← 
゜0 ． ゚← 
゜ ちさ.·• ← 
oo:「ピ

東西 I、レンチ

北

}]〇¥1。平城宮跡第101次縮？り4門〇 5 10 20m I 
闊眉
石抜穴

ン
チ

調査地位置図 1/2000 （薄墨：第 2 次•第81次調査地） 墨書土器 1/2 


